
河
野
　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
各
教
科

に
お
い
て
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
（
以

下
、
観
点
別
評
価
）
が
強
化
さ
れ
、
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
評
価
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価
な

ど
、
多
様
な
手
法
を
用
い
て
多
面
的
に
評

価
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
高
校
の

教
壇
に
立
つ
先
生
方
は
、
学
習
評
価
（
以

下
、
評
価
）
に
つ
い
て
今
、
ど
の
よ
う
な

興
味
・
関
心
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

石
黒
　
私
は
英
語
科
で
す
が
、
４
技
能
の

育
成
の
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
以
外
の

評
価
手
法
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
実
際
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
を

行
い
ま
し
た
が
、
生
徒
に
評
価
規
準
を
説

明
し
、
修
正
点
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て

い
く
中
で
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
の
向
上
だ

け
で
な
く
、
学
習
意
欲
の
喚
起
に
も
つ
な

が
っ
た
と
い
う
手
応
え
を
得
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
探
究
学
習
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
こ
こ
数
年
来
、
評
価

に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
評

価
は
、
研
究
す
る
と
新
た
な
発
想
が
ど
ん

ど
ん
湧
い
て
き
て
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

先
日
も
、
同
僚
の
先
生
方
と
探
究
学
習

の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
に
取
り
組
む
中

で
、
本
校
の
探
究
学
習
で
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
の
再
整
理
を
行
い
、
そ
れ
を

見
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
評
価
基
準

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
り
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
経
験
が
、
教
師
の
評
価
に
対
す

る
考
え
方
を
広
げ
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。

鈴
木
　
私
も
高
校
に
勤
務
し
て
い
た
頃
、

定
期
考
査
の
実
施
期
間
な
ど
の
比
較
的
時

間
に
余
裕
の
あ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
同
僚

に
声
を
か
け
て
評
価
の
あ
り
方
を
考
え
る

勉
強
会
を
開
催
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
知
識
・
技
能
」

「
思
考
・
判
断
・
表
現
」「
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
」の
３
観
点
に
沿
っ
て
、

ど
の
よ
う
に
生
徒
を
見
取
り
、
評
価
し
て

い
く
の
か
を
、
す
べ
て
の
教
師
が
考
え
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
評
価

「
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
、

生
徒
が
次
の
学
習
に
向
か
え
る
学
習
評
価
の
実
現
を
目
指
す

北
海
道
大
学
　

高
等
教
育
推
進
機
構
・
高
等
教
育
研
究
部
門
　

名
誉
教
授
　

鈴
木

　誠

富
山
県
立
南な

ん

砺と

福ふ
く

野の

高
校
　

石
黒
佳
奈 

／ 

島
根
県
立
浜
田
高
校
　

山
田
伸
太
郎

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る
上
で
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
に
は
、
学
習
評
価
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。

そ
し
て
、
そ
の
評
価
を
材
料
に
、
教
師
は
生
徒
に
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
べ
き
な
の
か
。
学
習
評
価
に
対
す
る
高
校
生
の
生
の
声
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
２
人
の
若
手
教
師
と
、
教
育
心
理
学
の
立
場
か
ら
学
校
改
革
に
も
携
わ
る
研
究
者
が
語
り
合
っ
た
。

新
学
習
指
導
要
領
は

学
習
評
価
を
よ
り
よ
く
す
る
好
機

山田伸太郎 石黒佳奈

鈴木 誠

次につながる
学習評価
座談会
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と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

山
田
　
進
学
実
績
を
重
視
す
る
こ
と
自
体

が
問
題
で
は
な
く
、
進
学
実
績
を
あ
た
か

も
学
校
の
教
育
目
標
で
あ
る
よ
う
に
捉
え

て
し
ま
う
こ
と
が
問
題
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
進
学
実
績
は
結
果
の
１
つ
で
あ
る
と

捉
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
も
、自
校
と
し
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
、生
徒
や
保
護
者
の
思
い
に
加
え
、

地
域
・
社
会
の
期
待
や
要
請
も
踏
ま
え
て

設
定
し
、
校
内
外
に
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら

の
学
校
に
は
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

石
黒
　
私
も
、
地
方
の
公
立
高
校
の
教
壇

に
立
つ
１
人
と
し
て
、
生
徒
や
保
護
者
、

そ
し
て
私
た
ち
教
師
の
中
に
、「
少
し
で

は
、「
何
を
」「
ど
の
よ
う
な
ね
ら
い
で
」

「
ど
の
領
域
を
」「
い
つ
」「
誰
が
」「
ど
の

よ
う
な
ツ
ー
ル
で
」
と
い
う
６
つ
の
観
点

か
ら
行
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
そ
れ
ら
の

観
点
を
踏
ま
え
て
、
学
習
活
動
前
の
「
診

断
的
評
価
」、
学
習
活
動
中
の
「
形
成
的

評
価
」、そ
し
て
学
習
活
動
終
了
時
の
「
総

括
的
評
価
」
の
３
つ
の
段
階
で
評
価
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
（
図

1
）。
新
学
習
指
導
要
領
は
評
価
を
よ
り

よ
い
も
の
に
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ

り
、
評
価
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
教
師
は

増
え
て
い
る
は
ず
で
す
か
ら
、
山
田
先
生

の
よ
う
に
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
校

内
外
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す

ね
。

河
野
　
大
学
進
学
希
望
者
が
多
い
学
校

も
、
こ
れ
ま
で
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
中
心

の
評
価
の
考
え
方
か
ら
転
換
し
て
い
く
こ

学習評価の３つの段階図１

＊鈴木名誉教授への取材を基に編集部で作成。

診断的評価

形成的評価

総括的評価

学習者が既に理解していることを
把握し、適切な学習目標を設定す
る

学習活動の途中で行い、学習内容
の定着や意欲の状態を測り、教師
の学習指導の改善に役立てる

１つの学習活動が終了した時に学
習の成果を測る

富
山
県
立
南
砺
福
野
高
校

◎
１
８
９
４
（
明
治
27
）
年
、
富
山
県
簡
易
農
学
校

と
し
て
発
足
。「
学
び
合
い
　
高
め
合
お
う
」
を
ス

ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
に
、「
至
誠
　
質
実
　
剛
健
」
を

校
訓
に
掲
げ
る
。
和
洋
折
衷
2
階
建
て
の
明
治
以
降

の
代
表
的
な
建
築「
巖
浄
閣
」は
、国
の
重
要
文
化
財
。

◎
設
立
　
１
８
９
４
（
明
治
27
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
国
際
科
・
農
業
環

境
科
・
福
祉
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
５
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
富
山
大
、
金
沢
大
、
福
井
大
、
信

州
大
な
ど
に
56
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
東
海
大
、

法
政
大
、
立
命
館
大
、
龍
谷
大
、
近
畿
大
な
ど
に

延
べ
３
４
７
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://w
w

w
.nantofukuno-h.tym

.ed.jp/

島
根
県
立
浜
田
高
校

◎
「
高
い
理
想
と
誠
実
な
努
力
」
を
教
育
目
標
に
、

授
業
、
部
活
動
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
中

心
と
し
た
３
か
年
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
『
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｋ

Ｕ
』
な
ど
の
教
育
活
動
を
通
じ
て
、
一
人
ひ
と
り
の

夢
の
発
見
と
、
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
の
挑
戦
を
支
援

す
る
。 

◎
設
立
　
１
８
９
３
（
明
治
26
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国

公
立
大
は
、
東
京
工
業
大
、
東
京
大
、
金
沢
大
、

神
戸
大
、
九
州
大
な
ど
に
１
０
９
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
中
央
大
、
立
教
大
、
早

稲
田
大
、
同
志
社
大
な
ど
に
延
べ
１
７
３
人
が
合

格
。

◎U
RL

　https://w
w

w
.ham

akou.ed.jp/

富
山
県
立
南
砺
福
野
高
校

石
黒
佳
奈 
い
し
ぐ
ろ
・
か
な

教
職
歴
４
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。 

英
語
科
。

北
海
道
大
学
　

高
等
教
育
推
進
機
構
・
高
等
教
育

研
究
部
門
　

名
誉
教
授

鈴
木
誠 

す
ず
き
・
ま
こ
と

一
般
企
業
、
中
学
校
教
師
、
高
校
教
師
を
経
て
、
北
海
道

大
学
へ
。
専
門
は
、
意
欲
（
自
己
効
力
）
の
構
造
解
析
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育
課
程
と
学
習
指
導
お
よ
び
教
科
書

や
入
試
の
分
析
、
解
剖
学
（
両
棲
綱
無
尾
目
）
な
ど
。
著

書
に
『「
ボ
ク
に
も
で
き
る
」
が
や
る
気
を
引
き
出
す
』（
東

洋
館
出
版
社
）
な
ど
。

島
根
県
立
浜
田
高
校

山
田
伸
太
郎 

や
ま
だ
・
し
ん
た
ろ
う

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。 

数
学
科
。

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部

高
大
領
域
担
当
責
任
者

河
野
仙
一

こ
う
の
・
せ
ん
い
ち

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
つ
い
て

生
徒
や
保
護
者
と
と
も
に
考
え
る
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躍
し
て
い
く
た
め
に
は
、
協
働
性
や
創
造

性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
い
っ

た
非
認
知
能
力
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
知

る
と
、
保
護
者
は
一
様
に
驚
き
ま
す
。
世

界
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
で
は
ど
ん
な
力
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
の
か
を
伝
え
、
そ
の
育
成
の
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
授
業
、
評
価
が
必

要
な
の
か
を
、
生
徒
や
保
護
者
と
話
し
合

う
こ
と
も
重
要
で
し
ょ
う
。

河
野
　
多
様
な
手
法
に
よ
る
多
面
的
な
評

価
は
、
高
校
に
も
着
実
に
広
が
っ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
課
題
と
し
て
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
評
価
は
、
生
徒
の
状
態
を
値
踏
み

す
る
も
の
で
は
な
く
、
生
徒
が
主
体
的
に

学
習
に
取
り
組
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
支

援
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、実
際
に
は
、

評
価
が
生
徒
の
学
び
の
意
欲
の
覚
醒
に
つ

な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

河
野
　
先
生
方
に
は
、「
よ
い
影
響
・
マ

イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
教
師
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
・
声
か
け
」
に
つ
い
て
生
徒
に

尋
ね
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
す
（
P.
　

15
）。
評
価
に
お
い
て
、
前

向
き
に
な
る
こ
と
も
後
ろ
向
き
に
な
る
こ

と
も
多
い
場
面
は
、
定
期
考
査
と
模
擬
試

験
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

山
田
　
節
目
の
テ
ス
ト
は
、
生
徒
の
そ
の

後
の
学
習
意
欲
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

評
価
の
機
会
な
の
で
す
ね
。
生
徒
の
コ
メ

ン
ト
を
読
む
と
、
評
価
の
場
面
で
生
徒
に

か
け
て
い
る
私
た
ち
教
師
の
ひ
と
言
が
彼

ら
・
彼
女
ら
を
伸
ば
し
、
そ
し
て
時
に
は

傷
つ
け
て
い
る
の
だ
と
、
言
葉
の
持
つ
力

の
大
き
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

石
黒
　
私
も
、
教
師
の
ひ
と
言
の
影
響
力

を
感
じ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
が
何
気
な
く
口

に
し
た
言
葉
に
よ
っ
て
、
生
徒
が
定
期
考

査
や
模
擬
試
験
な
ど
の
評
価
の
意
味
を
、

教
師
の
想
定
と
は
違
う
形
で
捉
え
て
し
ま

う
こ
と
も
き
っ
と
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。

河
野
　
定
期
考
査
も
模
擬
試
験
も
、
生
徒

の
学
習
を
支
援
す
る
上
で
重
要
な
客
観
的

評
価
で
す
。
し
か
し
、
同
じ
定
期
考
査
、

模
擬
試
験
で
も
、
生
徒
の
意
欲
を
引
き
出

す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
う
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
で
は
、
理
想
の
評
価
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
何
が
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
と
い
っ
た
評
定
だ
け

を
つ
け
る
評
価
で
は
、
学
び
の
意
欲
は
引

き
出
せ
ま
せ
ん
。
生
徒
に
「
な
ぜ
、
Ｂ
な

の
か
」「
ど
こ
を
修
正
す
れ
ば
よ
い
の
か
」

と
い
っ
た
評
価
の
理
由
や
今
後
の
見
通
し

を
示
し
、
生
徒
が
自
分
の
学
習
状
況
を
メ

タ
認
知
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
高
校

で
は
、
定
期
考
査
の
結
果
を
基
に
評
定
を

つ
け
る
こ
と
が
評
価
だ
と
考
え
る
向
き
も

あ
り
ま
す
が
、
評
定
は
「
総
括
的
評
価
」

に
あ
た
り
、
学
習
評
価
の
１
つ
の
フ
ェ
ー

ズ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
診
断
的
評
価
に
よ
っ

て
目
標
を
明
確
化
し
、
形
成
的
評
価
に

よ
っ
て
学
習
の
進
め
方
を
確
認
し
て
、
総

括
的
評
価
の
場
面
で
も
、「
な
ぜ
、
こ
の

評
価
な
の
か
」「
ど
こ
を
修
正
す
れ
ば
よ

い
の
か
」
を
生
徒
に
伝
え
る
こ
と
で
、
初

め
て
学
び
の
意
欲
を
引
き
出
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

河
野
　「
な
ぜ
、
こ
の
評
価
な
の
か
」「
ど

こ
を
修
正
す
れ
ば
よ
い
の
か
」
を
生
徒
に

伝
え
る
際
、
教
師
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

配
慮
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
評
価
に
よ
っ
て
、
生
徒
が
「
私
に

も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
気
持

ち
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
先
生
方
は

経
験
を
通
し
て
実
感
し
て
い
る
と
思
い
ま

も
高
い
点
数
を
取
っ
て
、
そ
の
点
数
で
行

け
る
大
学
に
行
っ
た
方
が
よ
い
」
と
い
う

考
え
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
上
で
、
未
来
を
生
き
る
力
を
生
徒
に

育
む
た
め
に
、
私
個
人
が
で
き
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
そ
れ
は
、
十
年
後
、
二
十
年

後
の
社
会
を
私
な
り
に
見
据
え
て
、
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
授
業
で
身
に
つ

け
さ
せ
る
べ
く
、
生
徒
と
英
語
を
学
ん
で

い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
大
学
進
学
に
対
す
る
生
徒
の
考
え

方
も
変
化
し
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

鈴
木
　
そ
の
学
校
の
評
価
の
あ
り
方
を
決

め
る
土
台
は
、学
校
の
経
営
方
針
で
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
生
徒
に
育
む

の
か
と
い
う
教
育
理
念
で
す
。
授
業
が
そ

の
理
念
の
実
現
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
評
価
の
あ
り
方
は
お
の
ず

と
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
学
校
は
、

生
徒
や
保
護
者
に
教
育
理
念
と
そ
の
実
現

の
た
め
の
評
価
の
あ
り
方
を
し
っ
か
り
と

伝
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

を
生
徒
や
保
護
者
に
提
供
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
。
私
は
以
前
、
高
校
生
の
保
護
者

に
、海
外
の
大
学
の
入
試
問
題
を
紹
介
し
、

そ
こ
で
測
ろ
う
と
し
て
い
る
力
に
つ
い
て

説
明
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
世
界
で
活

教
師
の
ひ
と
言
の

影
響
力
の
大
き
さ
を
認
識

「
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る
声
か
け
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先生からアドバイスをしてもらったり、声をかけてもらったりしたことの具体的な内容

先生からアドバイスをしてもらったり、声をかけてもらったりしたことの具体的な内容

高校生に聞いた「よい影響・マイナスの影響を与える教師からのアドバイス・声かけ」
＊全国の高校生へのアンケート結果。ウェブを通じて実施し、1,321人（１年生489人、２年生 531人、３年生 301人）から回答を得た。

■返却された時などに先生からアドバイスをしてもらったり、声をかけてもらったりしたことで、
その後の学習姿勢や学習方法に最もよい影響を与えたもの

■返却された時などに先生からアドバイスをしてもらったり、声をかけてもらったりしたことで、
その後の学習姿勢や学習方法に最もマイナスの影響を与えたもの

19 39 10 30

13 29 13 22 7 16

通知表

通知表

定期考査

定期考査

小テスト

小テスト

模擬試験

模擬試験

レポート

レポート その他

1

（％）

（％）

◎自分の苦手なところと比較的できて
いるところを確認した上で、勉強法を
教えてくれた。

◎よくできているところを「今の調子
で頑張ろう」と認めてくれた上で、で
きていないところについて、「この部分
を伸ばすようにしよう」と言われた。

◎「こんな問題もできないのか」と言
われた。

◎「今の志望大学は諦めた方がよいか
もしれない」と言われた。

◎どうしたら学年上位に食い込めるの
か、ミスを減らしていくにはどうすれ
ばよいのかを教えてもらった。

◎ミスが多かったところの解き方など
を詳しくアドバイスしてくれた。

◎苦手な教科をどのように頑張るべき
かを具体的に示してくれた。

◎「この教科のここを直せ」とだけ言
われても、直し方が分からない。

◎「もっと頑張れ」など、具体的では
ないアドバイスをもらった。

◎教科担当の先生から、「あなたは質の
高い家庭学習をしているから、点数が
よく伸びているんですよ」と言っても
らえた。

◎数学で、学校指定の問題集にしっか
り取り組んでテストに臨んだら、いつ
もより高い点数が取れた。その時、「問
題集に取り組んだ成果が出たね」と褒
めてもらった。

◎自分なりに勉強をしているつもりなの
に、「勉強していない」と決めつけられた。

◎順位や偏差値が下がっているのに、
「頑張っているね」と言われ、自分に甘
くなってしまった。

できているところを
まずは認めた上で、克服すべき

弱点を指摘している

頭ごなしに否定されている

苦手なことや弱点に対して
具体的なアドバイスをしている

具体的な行動に結びつく
声かけになっていない

結果だけではなく、
日々の学習の

様子を基に褒めている

プロセスや結果を
正確に把握していない
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す
が
、
私
が
考
え
る
「『
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
』と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る
支
援
」

の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
（
図
2
）。

ま
ず
、
褒
め
る
と
い
う
言
語
で
の
支
援
で

す
。
褒
め
る
と
言
っ
て
も
、
た
だ
や
み
く

も
に
褒
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。根
拠
が
な
い
の
に
褒
め
て
も
、

き
っ
と
生
徒
に
見
透
か
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。
褒
め
る
際
に
は
、
そ
の
生
徒
を
ほ
か

の
生
徒
と
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

生
徒
自
身
の
過
去
と
比
較
す
る
こ
と
、
そ

し
て
、
小
さ
な
成
長
で
も
よ
い
の
で
そ
れ

を
見
逃
さ
ず
、
具
体
的
に
、
結
果
だ
け
で

な
く
プ
ロ
セ
ス
に
も
目
を
向
け
た
上
で
褒

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
よ
う
に
し

て
生
徒
を
褒
め
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と

り
の
生
徒
の
詳
細
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
生
徒
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
結
果
と
プ
ロ
セ

ス
が
表
さ
れ
た
模
擬
試
験
な
ど
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
有
効
な

手
段
と
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
生
徒
と

面
談
を
重
ね
る
な
ど
し
て
、
生
徒
自
身
が

自
分
の
学
習
状
況
を
メ
タ
認
知
で
き
る
よ

う
に
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

石
黒
　
私
も
、
生
徒
に
た
だ
「
頑
張
れ
」

と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
生
徒
の
学

習
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。
そ
の
意
味
で
、
詳
細
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
は
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ

の
分
、「
あ
な
た
は
こ
う
し
た
ら
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
、
私
の
考
え
を
押
し

つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
時
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
っ
と
生
徒
の
言
葉
を

待
つ
こ
と
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

鈴
木
　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
ど
れ
だ
け
生

徒
を
詳
細
に
把
握
し
た
つ
も
り
で
も
、
そ

の
見
取
り
が
常
に
正
し
い
と
は
限
り
ま
せ

ん
し
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
か

ら
と
言
っ
て
、
生
徒
が
教
師
の
予
想
通
り

に
変
化
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
求
め
ら
れ
る
の
が
、「
見
張
る
」
の

で
は
な
く
「
見
守
る
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス

へ
と
転
換
し
た
関
係
性
で
の
支
援
で
す
。

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
上
で
、
判

断
は
生
徒
に
委
ね
、
必
ず
し
も
教
師
の

思
っ
た
通
り
に
変
化
し
な
い
生
徒
も
受
容

す
る
。
そ
し
て
、
学
校
行
事
や
委
員
会
活

動
な
ど
、
一
見
、
学
習
と
は
関
係
が
な
さ

そ
う
な
場
面
で
の
成
功
体
験
も
見
取
っ
て

褒
め
る
。
教
師
が
生
徒
を
信
じ
、
待
つ
態

度
を
貫
く
中
で
、
生
徒
は
高
校
生
活
で
の

様
々
な
経
験
と
成
功
体
験
を
ほ
か
の
場
面

に
も
転
移
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
言

語
で
の
支
援
、
関
係
性
で
の
支
援
の
積
み

重
ね
が
、
生
徒
に
「
私
に
も
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
」と
い
う
気
持
ち
を
育
み
ま
す
。

河
野
　
鈴
木
先
生
は
、
生
徒
に
「
私
に
も

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
自
信
・

信
念
を
育
む
た
め
、
高
校
教
師
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木
　
山
形
県
立
米
沢
興こ

う

譲じ
ょ
う

館か
ん

高
校
は
、

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

事
業
の
評
価
指
標
と
し
て
、
私
が
開
発
し

た
「
自
己
効
力
測
定
尺
度
」
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。
自
己
効
力
と
は
、「
私
に
も
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
自
分
の
知

識
や
技
能
へ
の
自
信
や
信
念
の
こ
と
で
あ

り
、
自
己
効
力
測
定
尺
度
は
、
自
己
効
力

を
通
し
て
生
徒
の
学
習
意
欲
を
測
定
す
る

尺
度
で
す
（
図
3
）。
具
体
的
に
は
、「
私

は
や
る
気
に
な
れ
ば
、
理
科
は
難
し
い
こ

と
で
も
分
か
る
」「
私
は
集
中
し
て
理
科

の
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」「
私

は
自
分
の
目
標
を
決
め
て
理
科
の
勉
強
を

し
て
い
る
」「
先
生
は
理
科
の
勉
強
に
お

い
て
私
に
期
待
し
て
い
る
と
思
う
」な
ど
、

生
徒
が
高
校
生
活
で
の
目
標
を
達
成
す
る

上
で
の
物
差
し
と
な
り
う
る
30
以
上
の
項

目
で
測
定
さ
れ
ま
す
。
同
校
は
、
自
己
効

力
を
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
中

心
に
置
き
、
生
徒
の
自
己
効
力
の
測
定
を

「できるかもしれない」という気持ちにさせる支援図２

言語での支援

関係性での支援

小さな成功を見逃さずに褒める

具体的な内容を褒める

「見張る」のではなく、「見守る」という
スタンスへの転換

結果だけでなくプロセスも褒める

生徒の言葉を待つ

「他の生徒」と比較せず、「過去の当該生徒」
と比較して褒める

思った通りの変化が
見られなくても受容する

＊鈴木名誉教授への取材を基に編集部で作成。

自
校
の「
評
価
」を

よ
り
よ
く
機
能
さ
せ
る
た
め
に
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０

行
っ
て
い
ま
す
。
自
己
効
力
の
育
成
に
お

い
て
は
、
周
囲
か
ら
の
言
語
で
の
支
援
が

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
米
沢
興
譲
館

高
校
で
は
、
診
断
的
評
価
と
形
成
的
評
価

の
場
面
で
生
徒
の
自
己
効
力
を
測
定
し
、

生
徒
と
の
面
談
で
の
声
か
け
な
ど
に
役
立

て
て
い
ま
す
（
米
沢
興
譲
館
高
校
の
実
践

は
、
P.

　

18
〜
21
で
紹
介
）。

河
野
　
学
校
と
し
て
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
進
学
を

重
視
す
る
学
校
で
も
、
授
業
の
あ
り
方
と

評
価
観
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
好

例
で
す
ね
。
今
回
の
座
談
会
を
通
じ
て
、

こ
れ
か
ら
の
評
価
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る

先
生
方
の
あ
り
方
が
見
え
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

石
黒
　
人
は
誰
も
が
、
い
つ
で
も
右
肩
上

が
り
で
成
長
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
こ
と
を
し
っ
か

り
見
て
、
そ
の
生
徒
に
必
要
な
支
援
を
し

て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
教
師
に
は
求
め

ら
れ
ま
す
。そ
し
て
、教
師
は
自
分
が
知
っ

て
い
る
一
面
だ
け
が
そ
の
生
徒
の
す
べ
て

で
あ
る
と
捉
え
て
は
い
け
な
い
し
、
私
と

い
う
１
人
の
教
師
の
価
値
観
だ
け
で
評
価

し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

鈴
木
　
１
人
の
教
師
の
目
だ
け
で
は
生
徒

を
一
面
的
に
捉
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
い
う
懸
念
を
抱
く
の
は
当
然
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、「
教
師
が
ま
だ
知
ら
な
い

生
徒
の
姿
」
を
追
い
求
め
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
私
は
高
校
で
学
年
主
任
を
務
め
た

時
、
学
年
団
の
先
生
方
に
、
担
当
教
科
以

外
の
授
業
を
見
に
行
く
よ
う
お
願
い
を
し

ま
し
た
。
教
科
が
変
わ
れ
ば
生
徒
の
様
子

も
変
わ
り
ま
す
か
ら
、
自
分
の
知
ら
な
い

生
徒
の
姿
を
見
る
こ
と
は
、
自
分
の
思
い

込
み
を
修
正
す
る
好
機
に
な
り
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
の
生
徒
に
つ
い
て
多
様
な
視
点

で
語
り
合
う
よ
う
な
教
師
の
連
携
が
、
今

後
は
一
層
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

山
田
　
教
師
の
連
携
に
よ
っ
て
、
生
徒
を

評
価
す
る
「
物
差
し
」
を
複
数
準
備
し

て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
教
師
が
、
知
識
・
技

能
を
測
る
物
差
し
は
も
ち
ろ
ん
、
主
体
的

に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
な
ど
の
非
認
知

能
力
を
測
る
物
差
し
を
手
に
し
て
生
徒
に

向
き
合
え
ば
、そ
れ
は
生
徒
に
と
っ
て
は
、

「
私
に
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い

う
自
信
・
信
念
が
芽
生
え
る
チ
ャ
ン
ス
が

増
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
　
教
育
は
種
ま
き
で
す
。
い
つ
、
ど

ん
な
ふ
う
に
芽
が
出
る
の
か
は
、
簡
単
に

は
予
想
で
き
な
い
か
ら
、「
私
に
も
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
自
信
・
信
念

を
生
徒
に
育
む
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

自己効力測定尺度図３

生徒の自己効力を測定するために鈴木名誉教授が開発した自己効力測定尺度の一部。統制感（自信や信念）、手段保有感（努力、能力、教師）、社
会的関係性（教える役割、周囲の期待）、メタ認知（自己評価、自己制御）などから、自己効力の状況や推移を把握する。

＊鈴木名誉教授提供資料を基に編集部で作成。
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